














































































強みの活用を促す群（Random Strengths Group），無介入の control群を比較し検討した。
検証の結果，SS群においてのみ自己形成意識の向上と，強みの活用感の高まりが認めら
れた。この結果から，日常生活の中で強みを十分に活用するためには，自己の中でも上
位に位置する強みに焦点をあてて活用を促す必要があることが明らかとなった。 
本章第2節は，高校生女子を対象に本プログラムを実施した。本章第1節の結果をふ
まえて，参加協力者自身の中で上位に評価される強みの活用を促す実験群と，幼少期の
記憶を毎晩思い出すという課題を行った統制群を比較し検討した。検証の結果，実験群
においてのみ自己形成意識の向上が認められた。また実験群の強みについての主観的感
覚（重要度，意識程度，活用感）の高まりが認められた。この結果から，自己の上位 5
個の強みを新たな方法で活用する課題の自己形成意識に対する効果について，高校生女
子においても確認された。また，実験群の参加協力者のプログラムに対する取り組み状
況について検討したところ，ほぼ毎日強みの活用に取り組んでおり，授業や部活動，ア
ルバイトや趣味などの高校生活に即したかたちで強みを活用していた。強みを活用する
という課題内容が日常的活動に取り入れやすいことは，自己形成を促進することを目的
としたプログラムとして利点であると考えられた。 
第7章では，これまでの各章の成果をまとめ総合的な考察を行った。第4章における
横断的な調査によって強みについての主観的な感覚と自己形成意識との関連が認められ，
また第6章における実践的検証によって自己形成意識の向上が確認されたことから，強
みを活用することにより青年の自己形成意識が高まることについて考察した。また，強
みに焦点をあてた自己形成支援では，強みを活用した際に青年自身が“強みを活用でき
ている”と実感できるように支援をすることが重要であると述べた。また，教育機関に
おける授業時間を利用したプログラムによって自己形成意識を高められたことから，学
校教育機関における集団的介入による自己形成支援の重要性について提言した。そして
今後の課題として，対象者のニーズに合わせた強みの活用を促すことで支援効果が高ま
る可能性についての検証や，強みを活用することをどのように日常生活において習慣化
させていくか，という点が挙げられた。 
